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一　

は
じ
め
に

　

小
山
田
与
清
（
一
七
八
三
︱
一
八
四
七
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍

し
た
和
学
者
で
あ
る
。
実
父
は
田
中
本
孝
。
水
運
業
を
営
む
高
田
家
に
養

子
に
入
っ
て
後
、
学
問
の
道
を
志
し
、
村
田
春
海
を
師
と
し
て
和
学
を
学

ん
だ
。
屋
代
弘
賢
、
村
田
了
阿
ら
多
く
の
国
学
者
た
ち
と
交
流
を
持
ち
、

華
頂
宮
尊
超
入
道
親
王
に
仕
え
、
水
戸
彰
考
館
に
も
出
仕
す
る
。
生
涯
に

渡
っ
て
集
書
と
考
證
に
励
ん
で
「
擁
書
倉
」（
後
に
「
擁
書
楼
」）
と
呼
ば

れ
る
私
文
庫
を
作
っ
た
。
そ
の
蔵
書
は
五
万
巻
と
い
わ
れ
、
伴
信
友
、
屋

代
弘
賢
と
並
ん
で
江
戸
の
「
三
大
家
」
と
し
て
名
を
馳
せ
る
に
至
っ
た
と

い
う（
１
）。

　

し
か
し
、
子
息
の
与
淑
は
学
問
に
大
き
な
関
心
を
示
さ
ず
、
与
清
は
蔵

書
の
大
半
を
徳
川
斉
昭
に
寄
贈
し
、
そ
の
大
部
分
は
潜
龍
閣
文
庫
、
即
ち

徳
川
斉
昭
の
蔵
書
と
な
り
、
水
府
彰
考
館
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
寄
贈

の
経
緯
は
『
小
山
田
献
納
紀
事（
２
）』や
西
野
宣
明
『
松
寓
日
記（
３
）』に
詳
ら
か
で

あ
る
。

　

与
清
自
身
が
「
蔵
書
残
り
な
く
丸
裸
ニ
相
成
候（
４
）

」と
述
べ
た
よ
う
に
、

当
時
所
持
し
て
い
た
図
書
・
図
版
・
地
図
類
の
大
半
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
寄
贈
時
の
目
録
は
現
在
も
残
り
、
松
本
智
子
に
よ
る
翻

刻
が
存
す
る（
５
）他

、
彰
考
館
文
庫
に
は
文
庫
内
で
突
合
整
理
し
た
際
の
目
録

も
残
さ
れ
て
い
る（
６
）。

　

だ
が
、
彰
考
館
文
庫
以
外
に
も
、
与
清
の
旧
蔵
書
が
存
し
て
い
る
。
彰

考
館
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
に
比
べ
れ
ば
わ
ず
か
な
も
の
だ
が
、
な
ん

ら
か
の
事
情
で
寄
贈
を
た
め
ら
っ
た
書
籍
群
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
自
筆

稿
本
や
索
引
化
作
業
が
途
絶
し
た
書
籍
も
存
す
る
。
小
山
田
与
清
の
学
業

の
全
体
像
を
考
え
る
た
め
に
も
無
視
で
き
な
い
資
料
群
で
あ
る
。

小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
ゆ
く
え

─
附　
〈
翻
刻
〉早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵『
明
治
四
拾
年
六
月
調　

高
田
氏
寄
託
図
書
目
録
』─

梅　

田　
　
　

径
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後
に
詳
し
く
ふ
れ
る
が
、
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
う
ち
、
ま
と
ま
っ
た

分
量
を
所
蔵
し
て
い
る
の
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
高
田
早
苗
寄
贈
本
群

で
あ
る
。
小
山
田
与
清
は
高
田
早
苗
の
曾
祖
父
に
あ
た
る
。
高
田
早
苗
は

『
半
峯
昔
ば
な
し
』（
昭
和
二
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
で
、
高
田
家
に

残
さ
れ
た
与
清
の
蔵
書
に
つ
き
「
併
し
與
清
翁
が
家
に
残
さ
れ
た
何
萬
巻

か
の
書
物
は
遂
に
一
冊
も
無
く
な
り
、
維
新
前
後
家
道
衰
へ
た
當
時
、
私

が
そ
ろ
〳
〵
書
を
讀
む
べ
き
年
齢
に
な
っ
た
頃
に
は
、
四
書
五
経
さ
へ
も

満
足
に
家
に
傳
は
っ
て
居
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
後

に
高
田
家
の
蔵
書
を
寄
贈
し
て
お
り
、
実
際
に
は
あ
る
程
度
の
蔵
書
が
残

さ
れ
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
高
田
早
苗
の
寄
託
書
目
録
を
紹
介
し
、
高
田
家
に
残
さ
れ
た

小
山
田
与
清
旧
蔵
書
と
、
近
代
に
開
催
さ
れ
た
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
展

覧
会
目
録
か
ら
、
潜
龍
閣
文
庫
に
送
ら
れ
な
か
っ
た
小
山
田
与
清
旧
蔵
書

の
行
方
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二　

小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
現
状

　

ま
ず
は
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
現
状
を
整
理
し
て
お
く
。
小
山
田
与
清

旧
蔵
書
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
所
蔵
し
て
い
る
の
は
現
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

彰
考
館
文
庫
で
あ
る
。

　

彰
考
館
に
は
、
潜
龍
閣
文
庫
を
は
じ
め
藩
校
や
寄
贈
図
書
な
ど
多
数
の

来
歴
の
異
な
る
図
書
が
収
め
ら
れ
て
い
た（
７
）。
大
正
期
に
編
纂
さ
れ
た
彰
考

館
文
庫
の
目
録
に
、
戦
災
の
難
を
逃
れ
た
図
書
に
圏
点
で
注
記
を
加
え
た

の
が
、『
彰
考
館
文
庫
蔵
書
目
録　

附
焼
失
目
録（
８
）』で

あ
る
。
こ
の
目
録
中

に
「
小
山
田
本
」
の
注
記
が
あ
る
図
書
が
あ
り
、
そ
れ
が
小
山
田
与
清
旧

蔵
書
と
さ
れ
て
い
る
。
目
録
を
確
認
す
る
限
り
、
八
〇
本
ほ
ど
が
焼
失
を

免
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
実
は
「
小
山
田
本
」
の
注
記
が
な
い
図
書
に
も

小
山
田
与
清
旧
蔵
書
と
見
ら
れ
る
本
が
少
な
か
ら
ず
存
し
て
い
る
。
こ
れ

に
は
一
層
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用

意
し
た
い
。

　

次
い
で
多
く
の
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
を
持
つ
の
が
早
稲
田
大
学
図
書
館

で
あ
る
。
高
田
早
苗
に
よ
る
寄
託
・
寄
贈
書
が
大
半
を
占
め
る
が
、
後
に

購
求
し
た
も
の
も
あ
る
。後
に
も
ふ
れ
る
が
、寄
贈
自
体
は
複
数
度
に
渡
っ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
妻
不
二
子
に
よ
る
寄
贈
も
確
認
で
き
る
。
当
然
そ
の

全
部
が
小
山
田
与
清
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
高
田
早
苗
寄
贈
本
群
は

全
て
早
稲
田
大
学
の
蔵
書
と
し
て
吸
収
整
理
さ
れ
て
お
り
、
受
入
時
の
事

務
書
類
な
ど
も
存
在
し
な
い
。
請
求
記
号
上
か
ら
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
を

抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
明
治
四
〇
年
の
高
田
早
苗
寄
託
書
に
限
っ
て
、
早
稲
田
大
学

に
寄
託
受
入
目
録
が
現
存
し
て
お
り
、
小
山
田
与
清
手
沢
本
や
旧
蔵
書
・

関
係
図
書
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
本
目
録
と
現
蔵
書
の
突
合
に
よ
っ
て
、

現
存
す
る
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

小
山
田
与
清
自
筆
稿
本
と
思
し
き
書
物
は
他
の
図
書
館
に
も
所
蔵
が
確

認
出
来
る
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
松
屋
叢
書（
９
）』は
小
山
田
与
清
に
関
わ

る
図
書
が
集
め
ら
れ
た
雑
纂
本
で
、
装
丁
を
鑑
み
る
に
後
に
合
冊
さ
れ
、

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
中
に
『
松
屋
外
集
』
の
自
筆
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稿
本
と
お
ぼ
し
き
部
分
が
存
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
一
部
は
小
山
田
与

清
旧
蔵
書
で
あ
る
。

　

他
に
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
は
、国
書
刊
行
会
か
ら
発
刊
さ
れ
た『
松

屋
筆
記
』
の
自
筆
本
が
あ
っ
た
と
い
い（

（1
（

、
昭
和
三
七
年
に
は
東
京
大
学
国

文
学
研
究
室
が
小
山
田
与
清
自
筆
本
『
古
与
美
宇
多
』
及
び
六
人
部
定
香

自
筆
『
柿
本
人
丸
歌
集
考
』
の
合
冊
本
を
購
求
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
小
山
田

与
清
の
奥
書
が
あ
る
『
古
与
美
宇
多（

（1
（

』も
所
蔵
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

南
葵
文
庫
旧
蔵
書
中
に
は
小
山
田
与
清
が
編
纂
し
た
『
群
書
捜
索
目
録
』

の
写
本
と
目
さ
れ
る
書
籍
が
断
片
的
に
残
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
静
嘉
堂

文
庫
他
に
も
自
筆
本
と
思
し
き
書
冊
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

小
山
田
与
清
旧
蔵
書
に
は
、
し
ば
し
ば
特
徴
的
な
書
き
入
れ
が
多
数
み

ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
太
い
傍
波
線
、
圏
点
、
頭
書
と
い
っ
た

書
き
入
れ
の
他
、
表
紙
見
返
し
の
解
題
や
、
表
紙
の
直
書
の
書
名
略
号
な

ど
が
存
し
て
い
る
。
版
本
や
刊
写
本
に
も
こ
れ
ら
の
特
徴
的
な
書
き
入
れ

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
の
書
き
入
れ
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。
過
剰
と
も
思
え
る
こ
の
書
き
入
れ
は
『
群
書
捜

索
目
録
』
の
項
目
採
録
に
関
わ
る
記
号
で
、
検
索
の
み
を
目
的
と
し
て
、

造
本
や
本
文
へ
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
た
。
造
本
や
解
題
・
考
證
め
い
た

書
き
付
け
を
含
む
、
こ
う
し
た
手
入
れ
を
総
称
し
て
、
筆
者
は
「
検
索
加

工
」
と
い
う
呼
称
を
提
唱
し
て
い
る（

（1
（

。
検
索
加
工
を
施
し
た
図
書
は
書
物

の
索
引
と
一
具
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
近
世
後
期
に
お

け
る
索
引
登
場
以
前
の
書
物
利
用
と
明
確
な
画
期
を
示
す
事
象
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
索
引
と
そ
の
対
応
本
文
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
上
で
も
小

山
田
与
清
旧
蔵
本
の
実
態
把
握
は
必
須
な
の
で
あ
る
。

三　

�

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
明
治
四
拾
年
六
月
調　

高
田
氏

寄
託
圖
書
目
録
』

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
明
治
四
拾
年
六
月
調　

高
田
氏
寄
託
図
書
目

録
』（
ト
１
０
―
２
６
９
２
―
２
２
）
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
明
治
四
〇

年
の
高
田
早
苗
の
寄
託
書
目
録
で
、
小
山
田
与
清
関
係
図
書
が
大
半
を
占

め
る
。
本
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
松
本
智
子
が
言
及
し
て
い
る（

（1
（

。

　

装
丁
は
仮
綴
。
型
紙
の
表
紙
に
簡
易
な
背
を
付
し
て
ホ
チ
キ
ス
で
三
箇

所
を
綴
じ
て
い
る
。
外
題
は
直
書
で
「
明
治
四
拾
年
六
月
調
／
高
田
氏
寄

託
圖
書
目
録
／
早
稻
田
大
學
圖
書
館
」
と
墨
書
。
表
紙
寸
法
は
三
一
×

二
一
糎
。
本
文
料
紙
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
縦
二
八
糎
、
横
は
表
紙
を

閉
じ
た
状
態
で
一
八
糎
程
度
。
四
周
単
辺
の
朱
罫
線
の
図
書
館
用
目
録
用

紙
二
枚
で
、
版
心
に
「
早
稲
田
図
書
館
」
と
あ
り
、
裏
丁
に
「
書
名
」「
著

者
／
刊
行
年
月
日
」「
装
丁
／
形
状
」「
册
」「
符
」「
號
」
の
区
分
で
罫
線

が
引
か
れ
て
い
る
。
匡
郭
は
半
面
二
二
・
五
×
一
六
。
五
糎
ほ
ど
。
墨
末

尾
の
一
丁
は
青
罫
線
の
便
箋
で
、
縦
二
五
・
一
×
横
一
七
。
五
糎
、
匡
郭

一
八
・
四
×
一
二
・
二
糎
。
奥
に
「
早
稻
田
大
學
圖
書
館
」、「
大
正
」「
月
」

「
日
」
が
罫
線
と
同
じ
青
で
印
字
さ
れ
「
大
正
11
年
11
月
25
日
」
の
年
次

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

朱
罫
線
紙
は
、
高
田
早
苗
蔵
書
の
受
入
目
録
で
、
青
罫
線
紙
は
展
覧
會

用
出
納
目
録
の
、
二
点
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
受
入
目
録
の
本
文
は
墨
筆

で
、
罫
線
に
準
じ
て
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
鉛
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筆
や
朱
書
の
書
き
入
れ
、
刷
り
消
し
が
あ
る
他
、
書
名
下
に
捺
印
と
鉛
筆

で
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
る
。
出
納
や
貸
与
な
ど
の
時
の
記
録
と
思
し
く
、
現

在
の
配
架
状
況
と
は
無
関
係
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

受
入
目
録
に
記
さ
れ
る
書
籍
の
大
半
は
、
現
在
の
早
稲
田
大
学
図
書
館

に
所
蔵
が
確
認
で
き
る
が
、『
老
の
く
り
こ
と
』（
一
三
号
）
と
『
諸
家
上

書
』（
二
四
号
）
は
同
じ
書
名
で
の
所
蔵
が
確
認
出
来
な
い
。『
松
屋
棟
梁

集
』
は
三
箇
所
に
出
現
し
、
三
部
四
点
に
な
る
が
現
存
点
数
で
は
三
部
三

点
で
あ
る
。
書
名
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
受
け
入
れ
に
関
わ
る
書
き
入

れ
が
あ
る
。
一
部
整
理
し
て
掲
出
す
る
。

　
　

計　
　

貳
拾
四
部　
　

壹
百
二
拾
参
冊

　
　

以
上
第
二
回
分　

計　

二
十
三
冊

　
　

以
上
第
三
回
分　

計　

三
部　

五
十
四
冊

　

こ
の
よ
う
に
、
三
度
に
分
け
て
整
理
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の

受
入
目
録
に
は
、
全
三
九
点
の
書
目
が
著
録
さ
れ
る
が
、
末
尾
に
鉛
筆
書

で
「
松
屋
筆
記
」
の
書
名
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
他
、
表
紙
見
返
し
や
一

丁
目
頭
に
は
薄
朱
の
書
き
入
れ
を
水
で
消
し
た
形
跡
と
、
鉛
筆
で
の
書
き

入
れ
な
ど
、
寄
託
資
料
の
受
入
や
出
納
に
際
し
て
の
注
記
が
み
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
図
書
館
の
作
業
記
録
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
公
開

を
前
提
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
注
記
だ
け
で
は
詳

し
い
事
情
が
分
か
ら
な
い
が
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
事
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
ず
、
注
記
に
は
鉛
筆
の
も
の
と
蛍
光
ピ
ン
ク
の
よ
う
な
色
味
の
薄
朱

の
も
の
が
あ
り
、
薄
朱
の
注
記
は
水
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
の
薄

朱
の
注
記
は
「
返
却
」
の
二
字
以
外
読
め
な
い
。
こ
れ
は
鉛
筆
で
す
ぐ
近

く
に
「
大
正
七
年
四
月
四
日
／
高
田
氏
ゟ
大
坪
忍
／
を
経
て
／
擁
書
楼
日

記
／
相
馬
日
記
／
此
外
書
全
部
返
却
」
と
書
か
れ
た
も
の
の
原
文
だ
ろ
う
。

一
丁
上
欄
に
も
「
明
治
四
十
三
年
／
五
月
高
田
氏
宇
都
借
■用
カ

」
以
下
二
行

が
水
で
消
さ
れ
た
薄
朱
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
は
お
そ
ら
く
高
田
早

苗
が
寄
託
資
料
を
賃
借
し
て
返
却
し
た
際
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治

四
三
年
、
大
正
七
年
、
大
正
八
年
に
出
納
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

著
録
書
籍
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、『
松
屋
雑
考
』『
春
二
百
首
上
』

に
は
「
家
集
？
」
と
い
う
疑
問
の
注
記
が
鉛
筆
で
付
さ
れ
て
い
る
。『
棟

梁
集
』
で
も
「
十
二
？
」
の
注
記
が
あ
り
、
本
目
録
の
突
合
作
業
と
頭
書

の
著
録
と
で
冊
数
が
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。末
尾
に『
松

屋
雑
筆
記
』
を
鉛
筆
書
で
し
た
た
め
た
後
、「
和
泉
君
の
記
録
に
／
雑
書

一
筆
と
は
／
こ
れ
な
ら
ん
か
」
と
あ
る
の
は
、
受
入
に
際
し
て
事
前
の
調

査
を
行
っ
た
際
の
記
録
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

青
罫
線
紙
の
ほ
う
は
、
大
正
十
一
年
に
八
王
子
で
開
か
れ
た
展
覧
会
の

出
品
目
録
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
展
覧
会
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
展

覧
会
用
と
し
て
十
一
月
二
五
日
に
高
田
早
苗
に
渡
し
、
大
正
十
一
年
十
一

月
三
〇
日
に
全
部
が
返
却
さ
れ
た
。
十
二
月
十
四
日
に
東
京
社
史
籍
■館
カ

よ

り
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
由
の
注
記
が
、
こ
の
書
目
と
直
接
関
わ
る
の
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
に
掲
出
さ
れ
る
八
点
は
い
ず
れ
も
小
山
田
与
清

の
草
稿
本
か
手
択
本
で
、
与
清
に
関
わ
る
展
示
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
〇

年
に
寄
託
さ
れ
た
後
も
本
目
録
に
基
づ
い
た
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
高

田
早
苗
の
蔵
書
が
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
を
含
ん
だ
重
要
典
籍
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（1
（

。
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四　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
類
に
つ
い
て

　

早
稲
田
大
学
に
存
す
る
高
田
早
苗
の
旧
蔵
に
か
か
る
小
山
田
与
清
旧
蔵

書
や
自
筆
稿
本
は
本
目
録
に
記
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
管
見
の
範

囲
で
以
下
の
六
点
が
あ
る
。
請
求
記
号
と
寄
贈
年
次
の
印
記
は
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
『
松
屋
反
故
集
』
八
冊
（
イ
０
５
―
０
１
４
０
６
）「
昭
和
24
年
２
月
22

日
」

　
『
松
屋
家
集
』
一
冊
（
へ
０
４
―
０
５
０
４
４
）「
昭
和
24
年
２
月
22
日
」

　
『
知
非
齋
日
記
』
七
冊
（
ヌ
０
６
―
０
５
７
５
７
）「
昭
和
24
年
２
月
17

日
」

　
『
中
古
田
制
租
法
志
』
一
冊
（
ヨ
０
７
―
０
４
１
６
０
）「
昭
和
24
年
２

月
22
日
」

　
『
水
葱
考
』
一
冊
（
ニ
１
４
―
０
２
２
９
２
）「
昭
和
24
年
２
月
22
日
」

　
『
松
屋
歌
文
雑
稿
』
一
冊
（
ヘ
０
２
―
０
１
７
８
５
）「
明
治
四
十
年
九

月
十
二
日
」

　
『
日
本
紀
竟
宴
歌
増
注
』
一
冊
（
ヘ
０
４
―
０
１
７
９
０
）「
明
治
四
十

年
九
月
十
八
日
」

　

い
ず
れ
も
与
清
自
筆
書
入
本
だ
が
、「
明
治
四
十
年
九
月
」
の
年
次
が

あ
る
も
の
が
あ
る
と
お
り
、
六
月
調
時
点
で
は
漏
れ
て
い
た
も
の
の
、
直

後
に
追
加
寄
託
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
高
田
早
苗
の
没
後
で
あ
る
昭
和

二
四
年
の
年
次
が
記
載
さ
れ
て
い
る
本
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
四
〇
年

に
寄
託
さ
れ
た
資
料
の
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
の
全
て
で
は
な
か
っ
た
点
、

注
意
を
要
す
る
。

五　

小
山
田
与
清
展
覧
会
目
録

　

本
目
録
以
外
か
ら
も
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
を
知
る
事
が
で
き
る
資
料
が

あ
る
。明
治
四
〇
年
三
月
十
九
日
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
開
か
れ
た「
松

屋
先
生
忌
辰
展
覧
会
」
に
は
、『
松
屋
先
生
忌
辰
展
覧
會
之
記（

（1
（

』と
い
う
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
高
田
早
苗
寄
託
以
前
に
小
山
田
与
清
関
係
資
料
が

出
品
さ
れ
た
展
覧
会
と
し
て
、
各
書
の
所
蔵
者
が
判
明
す
る
点
で
重
要
で

あ
る
。

　

冒
頭
に
は
会
記
（
署
名
な
し
）、
当
時
の
図
書
館
長
で
あ
っ
た
市
島
謙

吉
の
挨
拶
状
、
陳
列
品
目
（
二
種
）、
参
加
者
名
簿
、
松
屋
小
山
田
與
清

先
生
著
述
略
目
録
、
小
山
田
與
清
先
生
年
譜
が
付
さ
れ
て
い
る
。
会
記
に

よ
れ
ば
、
午
後
一
時
に
開
会
し
て
午
後
五
時
に
閉
会
し
た
一
日
の
み
の
企

画
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
展
覧
会
に
は
高
田
早
苗
蔵
書
の
み
な
ら
ず
、
他
館
や
個
人
の
所
蔵

に
か
か
る
も
の
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
与
清
に
関
わ
る
書
籍
の
伝
来
状
況

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
陳
列
品
目
に
は
書
名
、分
量
、も
の
に
よ
っ

て
は
略
解
題
、
所
蔵
者
が
記
さ
れ
て
お
り
、
高
田
早
苗
以
外
の
所
蔵
者
の

も
の
を
抜
き
出
す
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。
た
だ
し
、
明
治
以
降
の
翻
刻

で
あ
る
「（
乙
）
活
版
本
」
と
、
直
接
与
清
に
関
わ
ら
な
い
「（
七
）
名
家

自
筆
之
部
」
は
除
き
、
略
解
題
も
省
い
た
。

　
　
　
（
一
）
画
像
、
碑
銘
、
手
簡
、
詠
草
之
部

松
屋
先
生
墓
碑
銘　

揚
本　

一
幅　

荒
川
信
賢
氏
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松
屋
先
生
書
牘　

一
軸　

市
島
謙
吉
氏

松
舎
先
生
詠
草　

五
葉　

浅
倉
典
声
氏
、
富
田
冬
三
氏
、
荒
川
信
賢
氏

小
山
田
與
淑
詠
草　

八
葉　

富
田
冬
三
氏
《
内
三
点
》

松
屋
門
人
詠
草　

拾
二
葉　

富
田
冬
三
氏
《
内
二
点
》

香
雪
齋
與
清
畫
賛
富
嶽
圖　

一
幅　

富
田
冬
三
氏

擁
書
楼
の
記　

岸
本
由
豆
流
自
筆
扁
額　

一
面　

千
葉
鐘
蔵
氏

　
　
　
（
二
）
著
書
之
部　
（
イ
）
自
筆
原
稿

更
級
日
記
標
註　

一
冊　

荒
川
信
賢
氏

松
屋
雑
考　

六
冊　

本
館　

曽
五
九
九

松
屋�

筆
記　

自
六
十
巻
至
百
二
十
巻
（
内
六
十
一
、六
十
五
―

八
十
、九
十
三
、
壱
〇
一
―
百
十
四
、百
十
六
）
巻
欠　

廿
八
冊　

東
京
帝
国
図
書
館

日
本
紀
竟
宴
歌
増
注　

一
冊　

本
館　

利
一
、七
九
〇

小
山
田
與
清
雑
稿　

一
冊　

本
館　

曽
六
一
六

小
山
田
與
清
歌
文
集　

一
冊　

荒
川
信
賢
氏

老
の
涙　

一
冊　

荒
川
信
賢
氏

吉
田
ヶ
谷
紀
行　

一
冊　

荒
川
信
賢
氏

交
生
草　

十
三
冊　

東
京
帝
国
図
書
館

皇
統
緯
諡
考　

六
冊　

東
京
帝
国
図
書
館

松
の
落
葉
〈
自
十
三
至
十
六
巻
〉　

四
冊　

南
葵
文
庫

　
　
　
（
二
）
著
者
之
部　
（
ロ
）
刊
本

鹿
島
日
記　

二
冊　

帝
国
図
書
館

相
馬
日
記　

四
冊　

本
館
呂
三
三
五

松
屋
棟
梁
集　

一
冊　

本
館
曽
五
三

松
屋
棟
梁
集　

一
冊　

富
田
冬
三
氏

松
屋
外
集　

四
冊　

富
田
冬
三
氏

竺
志�

船
物
語
旁
註
〈
村
田
春
海
著
／
小
山
田
与
清
注
／
文
化
十
一
年

二
月
〉　

二
冊　

本
館
利
八
六
一

十
六�

夜
日
記
残
月
鈔
〈
小
山
田
與
清
注
／
文
政
七
年
〉　

三
冊　

本

館
利
三
一

擁
書
漫
筆
〈
文
化
十
四
年
〉　

四
冊　

本
館
曽
五
五

誹
諧
歌
論
〈
文
化
九
年
〉　

二
冊　

帝
國
図
書
館

百
人
一
首
讀
書
法　

一
冊　

帝
國
図
書
館

こ
よ
み
う
た　

一
冊　

帝
國
図
書
館

楽
章
類
語
鈔
〈
文
政
二
年
〉　

五
冊　

帝
國
図
書
館

賀
茂
真
淵
翁
伝
〈
文
政
元
年
〉　　

一
冊　

帝
國
図
書
館

墓
相
小
言
〈
文
政
三
年
〉　

一
冊　

帝
國
図
書
館

　
　
　
（
二
）
著
書
之
部　
（
ハ
）　

冩
本

夫
木
鈔
類
標
〈
地
名
〉　

三
冊　

黒
川
真
道
氏

夫
木
鈔
類
標
〈
地
名
〉　

三
冊　

帝
國
図
書
館

類
聚�

名
義
索
語
〈
巻
十
一
、十
二
、十
三
「
ネ
、
ナ
、
ラ
、
ム
、
ウ
、
ヰ
、

ノ
、
オ
」〉　

三
冊　

黒
川
真
道
氏

群
書
捜
索
目
録　

廿
一
冊　

東
京
帝
国
大
学
図
書
館

松
屋
叢
書　

三
十
冊　

帝
國
図
書
館

風
病
考
並
雑
藝
考　

一
冊　

南
葵
文
庫

鎌
倉
御
覧
日
記　

一
冊　

富
田
冬
三
氏
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墓
相
口
傳　

一
冊　

本
館
仁
一
、四
四
四

　
　
　
（
三
）　

自
筆
書
入
本
之
部

日
本
書
紀　

合
本
七
冊　

黒
川
真
道
氏

松
の
お
ち
葉
〈
写
本
〉　

二
冊　

本
館
曽
六
一
七

　

各
地
に
小
山
田
与
清
に
関
す
る
写
本
や
詠
草
が
残
っ
て
い
た
様
が
う
か

が
え
る
。
富
田
冬
三
は
高
田
早
苗
の
母
方
の
叔
父
で
、
高
田
早
苗
を
養
育

し
た
人
物
だ
っ
た
。
ま
た
、「
本
館
」
と
あ
る
よ
う
に
早
稲
田
大
学
図
書

館
も
与
清
の
著
作
を
集
書
の
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
の
「
出
品
品
目
」
に

は
略
解
題
が
記
さ
れ
、
詠
草
や
画
賛
に
は
翻
字
も
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
に
は
『
寄
託
目
録
』
を
補
完
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
（
二
）

著
書
之
部
（
イ
）
自
筆
原
稿
部
に
み
え
る
『
う
つ
ゝ
物
語
』
に
は
次
の
よ

う
な
解
題
が
あ
る
。

本
書
は
當
時
書
キ
継
リ
綴
リ
シ
モ
ノ
ヲ
十
三
年
三
月
ニ
屋
代
弘
賢
ノ

一
見
ヲ
乞
ハ
レ
シ
ニ
依
リ
テ
書
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
恐
ラ
ク
與
清

ノ
処
女
作
ナ
ラ
ン

　

こ
れ
は
末
尾
に
付
さ
れ
る
小
山
田
先
年
譜
の
記
載
と
も
符
号
す
る
。
展

覧
に
先
立
っ
て
与
清
の
著
作
・
年
表
の
調
査
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
の
中
に
は
戦
災
で
焼
失
し
た
「
東
京
帝
国
図
書
館
所
蔵
『
群
書
捜
索
目

録
』
廿
一
冊
」
や
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
黒
川
家
の
索
引
の
出
品
が

含
ま
れ
て
い
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
と
く
に
黒
川
家
旧
蔵
『
夫
木
抄
類
標

〈
地
名
〉』
の
注
に
は
、

本
書
ハ
或
ハ
夫
木
工
師
抄
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
黒
川
春
村
ノ
自
筆

写
本
ナ
リ

　

と
あ
り
、
さ
ら
に
も
う
一
点
の
帝
國
図
書
館
蔵
本
の
注
に
は
、

本
書
ハ
前
書
ニ
ヨ
リ
テ
謄
写
セ
ル
ナ
リ

　

と
あ
る
。
黒
川
春
村
自
筆
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
も

の
の
、
春
村
自
筆
本
が
展
示
さ
れ
た
記
録
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
ま
た
現

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本（

（1
（

が
そ
の
謄
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
記
録

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
小
山
田
与
清
の
索
引
を
部
分
的
な
が
ら
春
村
が
書

写
し
て
い
た
こ
と
は
、文
化
文
政
期
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
大
量
に
制
作
・

書
写
さ
れ
た
索
引
の
流
通
の
点
か
ら
も
注
意
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
昭
和
九
年
十
一
月
二
四
日
、
東
京
神
田
帝
國
教
育
会
館
に
て
行

わ
れ
た
日
本
書
誌
學
會
主
催
第
三
回
展
覧
会
の
出
品
目
録
で
あ
る
『〈
江

戸
時
代
〉
書
誌
學
者
自
筆
本
展
覧
會
目
録（

（1
（

』が
残
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
篁

墩
以
下
二
十
五
名
の
国
学
者
た
ち
の
自
筆
原
稿
を
集
め
た
展
覧
で
あ
っ
た
。

諸
家
略
伝
は
三
村
清
三
郎
、
書
誌
解
説
は
川
瀬
一
馬
が
行
っ
て
い
る
。
高

田
与
清
の
名
前
も
み
え
、
五
点
（
一
点
は
蔵
書
印
）
が
出
品
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
書
名
と
当
時
の
所
蔵
者
の
名
前
を
引
く
。

〔
八
六
〕
擁
書
楼
日
記
（
寫
）
十
二
冊	

高
田
早
苗
氏
蔵

〔
八
七
〕
知
非
齋
日
記
（
寫
）
七
冊	

高
田
早
苗
氏
蔵

〔
八
八
〕
倭
学
載
恩
日
記
（
寫
）
六
冊	

高
田
早
苗
氏
蔵

〔
八
九
〕
拾
芥
抄　

三
巻
（
刊
）
六
冊	

松
井
簡
治
氏
蔵

〔
九
十
〕
高
田
與
清
蔵
書
印　

一
顆	

三
村
清
三
郎
氏
蔵

　

松
井
簡
治
所
蔵
『
拾
芥
抄
』
は
刊
本
に
与
清
が
付
箋
や
直
書
で
書
き
入

れ
た
も
の
で
、「
塙
氏
温
故
堂
所
蔵
慶
長
癸
丑
年
五
十
川
了
菴
冩
本
」
等

で
の
校
正
が
あ
る
と
注
さ
れ
る
。「
小
山
田
文
庫
」
及
び
「
間
宮
之
記
」
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等
の
印
記
か
ら
弟
子
間
宮
永
好
の
旧
蔵
と
さ
れ
る
。
こ
の
本
は
静
嘉
堂
文

庫
に
現
存
す
る
。刊
本
と
は
い
え
、書
き
入
れ
本
が
間
宮
永
好
の
手
に
渡
っ

て
い
た
。
彰
考
館
文
庫
に
蔵
書
を
送
る
以
前
か
ら
、
す
で
に
与
清
の
蔵
書

に
は
書
物
の
出
入
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

六　

そ
の
他
の
小
山
田
与
清
自
筆
稿
本
の
所
在

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
高
田
早
苗
の
旧
蔵
で
は
な
い
小
山
田
与
清
旧

書
や
関
連
図
書
が
あ
る
。

　

ま
ず
『
狭
衣
』
八
冊
（
ヘ
１
２
―
０
４
８
７
４
）
で
あ
る
。
巻
一
か
ら

巻
四
ま
で
の
古
活
字
本
『
狭
衣
物
語
』
で
、
七
顆
の
蔵
書
印
を
も
ち
、
田

安
家
及
び
横
山
重
旧
蔵
で
あ
る
。
本
書
に
は
膨
大
な
数
の
傍
破
線
、
圏
点
、

頭
書
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
小
山
田
与
清
書
入
本
と
し
て
の
根
拠
に

な
っ
て
い
る
。
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
に
特
徴
的
な
、
典
型
的
な
索
引
加
工

と
い
っ
て
よ
い
。
異
本
注
記
な
ど
は
同
時
代
の
国
文
学
者
の
所
持
本
と
共

通
す
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
与
清
自
筆
に
し
て
は
書
冩
や
頭
書
が
丁

寧
す
ぎ
、
朱
頭
書
や
書
き
入
れ
に
は
細
か
い
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
で
は
あ
る
が
、
筆
蹟
や
形
態
か
ら
自
筆

で
は
な
く
門
弟
に
よ
る
書
入
移
点
本
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
弘
文
荘
待
賈
古

書
目
の
一
つ
で
あ
る
『
敬
愛
書
図
録
Ⅰ
』（
弘
文
荘
、
一
九
八
二
・
三
）
に

小
山
田
与
清
校
合
書
入
本
『
狭
衣
物
語
』
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
図
書
カ
ー
ド
に
よ
る
と
昭
和
五
七
年
の
購
求
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
は『
老
の
涙
』一
冊（
ヘ
１
０
―
０
５
４
５
３
）で
あ
る
。『
弘

文
荘
待
賈
古
書
目
第
三
四
号
』（
弘
文
荘
、
一
九
五
九
・
七
）
に
掲
出
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
売
り
立
て
目
録
で
は
確
認
が
難
し
い
が
、
本
の
下
部
が

山
状
に
破
損
し
て
い
る
の
を
裏
打
ち
補
修
し
て
あ
る
。
荒
川
信
賢
旧
蔵
で
、

先
に
み
た
明
治
四
〇
年
三
月
十
九
日
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
と
同

一
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
高
田
早
苗
の
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
群
の
関
連
図
書

と
し
て
購
入
さ
れ
た（

（2
（

。

七　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
高
田
家
に
残
さ
れ
た
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
の
様
相
を
伝
え
る

明
治
四
十
年
の
高
田
早
苗
寄
託
本
の
目
録
を
紹
介
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら

漏
れ
た
資
料
を
知
る
上
で
有
用
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
展
覧
會
記
録
に
つ

い
て
の
資
料
と
、
そ
の
後
の
早
稲
田
大
学
の
購
求
に
か
か
る
小
山
田
与
清

旧
蔵
本
を
紹
介
し
た
。
早
稲
田
大
学
以
外
の
大
学
、
諸
文
庫
に
も
小
山
田

与
清
旧
蔵
書
が
存
す
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

蔵
書
の
大
半
を
彰
考
館
文
庫
に
献
上
し
「
丸
裸
」
の
状
態
に
な
っ
た
と

言
い
な
が
ら
、
な
ぜ
自
家
に
資
料
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
目
録
か
ら

う
か
が
え
る
高
田
家
に
残
さ
れ
た
本
の
多
く
は
草
稿
本
、
版
下
本
、『
松

屋
雑
稿
』
の
よ
う
な
断
片
的
な
ノ
ー
ト
が
多
い
。
最
終
的
に
は
刊
行
を
目

指
し
て
い
た
与
清
に
と
っ
て
、
自
分
の
草
稿
な
ど
は
献
上
す
る
価
値
の
な

い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
松
屋
升
堂
名
簿
』
の
よ
う
な
門
人
録
も
献

上
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
手
控
え
の
類
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
田
中
本
孝
自
筆
の
『
添
水
塵
芥
』
が
本
目
録
に
存
し
て
い
る
の

は
、
実
父
の
著
書
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。師
で
あ
っ
た
村
田
春
海
の
著
者
の
評
釈
で
あ
る『
琴
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後
集
序
評
』
に
も
似
た
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
『
松
舎
翁
七
回
忌
追
福
和
歌
並
傳
』
の
よ
う
に
、
門
弟
た
ち
に
よ

る
七
回
忌
追
善
の
書
物
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
彰
考
館
文
庫
へ
の
献
上
後
に

も
松
屋
与
清
を
慕
っ
て
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
、

目
録
中
に
は
与
清
の
没
後
に
高
田
家
に
入
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　

本
目
録
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
高
田
早

苗
旧
蔵
本
の
一
部
が
復
元
で
き
、
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
の
近
代
に
お
け
る

様
相
を
知
る
事
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
な
の
で
あ
る
。

注（
１
）『
古
学
小
傳
』
に
よ
る
。
ま
た
、
小
山
田
与
清
に
つ
い
て
は
、
安
西
勝
『
小

山
田
与
清
の
探
究
』
一
～
五
（
私
家
版
、
一
九
九
四
～
九
九
）、
同
『
小
山
田

与
清
年
譜
考
』（
町
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、
一
九
八
七
）。
蔵
書
に
つ
い
て
は
岡

村
敬
二
『
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
）
等
の
研
究
が

あ
る
。

（
２
）
彰
考
館
文
庫
蔵
。
凾
架
番
号
：
亥
一12784

。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
。
請
求
番
号
：6170.31-5

。

（
３
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
請
求
番
号
：182-108

。

（
４
）
前
掲
『
小
山
田
献
納
紀
事
』
所
収
西
野
清
六
宛
与
清
書
翰
控
。
松
本
智
子

注
（
５
）
論
文
に
掲
出
。

（
５
）
松
本
智
子
『〈
翻
刻
〉
松
屋
蔵
書
目
録
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
、

二
〇
〇
二
・
三
）。

（
６
）
潜
龍
閣
文
庫
蔵
『
潜
龍
閣
書
目
』。
凾
架
番
号
：
亥
九9424

〜9429

。

（
７
）
清
水
正
健
『
改
定
水
戸
文
籍
考
』（
須
原
屋
書
店
、
一
九
二
二
）。

（
８
）
八
潮
書
店
、
一
九
七
七
。
復
刻
増
補
版
。
た
だ
し
彰
考
館
の
目
録
自
体
は

複
数
存
す
る
。

（
９
）
請
求
番
号
：188-33

。

（
10
）『
松
屋
筆
記
』「
凡
例
」（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
八
）。

（
11
）
請
求
番
号
：
上
代
：11.6:1

。

（
12
）
請
求
番
号
：
近
世
：81.2:2

。

（
13
）
山
田
洋
嗣
「
南
部
家
旧
蔵
群
書
類
従
本
「
散
木
奇
歌
集
」
の
輪
郭
」（『
福

岡
大
学
研
究
部
論
集
Ａ
、人
文
科
学
編
』
九
―
一
〇
、二
〇
〇
九
・
五
）、同
「
散

木
奇
歌
集
「
南
部
家
蔵
本
」
の
背
景

―
伝
本
の
位
置
を
測
る
た
め
に
」（『
日

本
語
・
日
本
文
学
の
総
合
研
究　

準
備
号　

言
語
研
究
と
文
学
研
究
の「
境
界
」

と
「
越
境
」』、
二
〇
〇
九
・
六
）。

（
14
）
拙
編
『
和
漢
仏
書
総
合
索
引
『
文
峰
四
臨
』
―
小
山
田
与
清
『
群
書
捜
索

目
録
』
―
』「
解
題
」（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
九
）。

（
15
）
注
５
前
掲
論
文
。

（
16
）
増
田
由
貴
「「
図
書
館
」
に
お
け
る
高
田
早
苗
と
小
山
田
与
清
」
奈
良
美

術
研
究
、
一
八
・
二
〇
一
七
・
三
）。

（
17
）
請
求
記
号
：
ト
１
０
―
７
９
７
―
１
。

（
18
）
請
求
記
号197-48

。
故
榊
原
芳
埜
納
本
。

（
19
） 
川
瀬
一
馬
編
『〈
江
戸
時
代
〉
書
誌
學
者
自
筆
本
展
覧
會
目
録
』（
日
本
書

誌
学
会
、
一
九
三
四
・
十
一
）。

（
20
） 

な
お
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
、
こ
の
他
に
も
小
山
田
与
清
に
関
連
す
る

書
籍
や
図
画
像
が
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
藤
原
盛
章
賛
『
小
山
田
与
清
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肖
像
』（
ヌ
０
６
―
０
９
４
０
３
）
や
、『
後
樂
園
拝
見
記
』
間
宮
永
好
写
本
（
ナ

０
４
―
０
３
３
９
１
）、『
濱
の
松
葉
』
間
宮
永
好
写
本
（
ナ
０
４
―

０
３
３
９
２
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
小
山
田
与
清
著
作
の
版
本
や
写

本
な
ど
が
存
す
る
が
、
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
の
紹
介
を
主
と
す
る
本
稿
の
趣

旨
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
。

附 

〈
翻
刻
〉
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
明
治
四
拾
年
六
月
調　

高
田
氏
寄
託
図

書
目
録
』

　
【
凡
例
】
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
明
治
四
拾
年
六
月
調　

高
田
氏
寄

託
図
書
目
録
』（
ト
１
０
―
２
６
９
２
―
２
２
）
を
翻
刻
す
る
。
た
だ
し
、

本
来
図
書
館
内
で
の
事
務
書
類
で
あ
り
、
記
号
が
複
雑
で
あ
る
点
を
鑑
み

て
、罫
線
区
分
を
規
準
に
情
報
を
整
理
し
て
翻
刻
す
る
。
罫
線
区
分
は「
書

名
」「
著
者
」「
装
釘
」「
形
状
」「
冊
」「
符
」「
號
」
で
あ
る
が
、
書
名
上

部
・
下
部
に
鉛
筆
で
の
チ
ェ
ッ
ク
、
書
名
下
の
印
記
な
ど
に
つ
い
て
は
、

別
途
欄
を
設
け
、
項
目
に
（　

）
を
付
し
て
一
覧
す
る
形
式
と
し
た
。
ま

た
鉛
筆
、
ペ
ン
に
よ
る
書
き
入
れ
や
訂
正
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
【
書
き

入
れ
一
覧
】
お
よ
び
【
注
】
の
形
で
追
加
し
、
注
の
位
置
に
は
ア
ラ
ビ
ア

数
字
を
肩
に
付
し
た
。

【
本
文
】

　
　

明
治
四
拾
年
六
月
調

　
　

高
田
氏
寄
托
圖
書
目
録

　
　
　
　
　

早
稻
田
大
學
圖
書
館
（
外
題
）
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（
頭
記
号
）

書
名

著
者

刊
行
年
月
日

装釘

形状

册
符

號
（
下
鉛
筆
）（
下
印
）

倭
學
載
恩
日
記

小
山
田
與
清

著
者
自
筆
写
本

和

菊

三

一
○

○

古　

言　

梯

楫
取
魚
彦

仝

仝

一

二
○

松
屋
蔵
書
目
録

写
本

仝

仝

七

三
○

擁
書
楼
日
記
一
名
知
非
齋
日
記

　

自
文
化
十
五
年
七
月
廿
九
日
至
文
政
三
年
二
月
十
四
日

小
山
田
与
清

仝

菊

一
九

四
○

○

宇
津
保
物
語　

巻
二
欠

　

田
中
衛
麻
呂
校
合
本

仝

菊

二
九

五
○

宇
都
々
物
語

　

文
化
四
年
永
代
落
橋
記

小
山
田
与
清

著
者
自
筆
書
入
本
仝

仝

一

六
○

○

○１

律
令
便
蒙

高
田
与
清

著
者
自
筆
写
稿
本
仝

菊

一

七
○

○

琴
後
集
序
評

仝仝

仝

菊

一

八
○

○

濱
の
ま
つ
葉

小
山
田
与
清

写
本

仝

菊

一

九
○

○

伊
勢
物
語
傍
注

高
田
与
清
書
入
本

加
茂
季
鷹

安
永
五
年
仲
冬

仝

仝

二

一
〇
○

×

相
馬
日
記

高
田
与
清
稿

北
条
時
隣
注

文
政
元
年
十
月

仝

菊

四

一
一
○

○

宇
治
拾
遺
物
語

万
治
二
年
初
冬

仝

仝

一
五

一
二
○

」
一
丁
オ
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老
の
く
り
こ
と

成
島
邦
之
丞
上
書

写
本

和

菊

一

一
三
○

×

松
屋
外
集

高
田
与
清
著

田
部
寛
徳
校

仝

仝

四

一
四
○

○

×

松
屋
叢
話

高
田
与
清

仝

仝

二

一
五
○

○

松
屋
叢
考

仝

仝

仝

三

一
六
○

○

松
屋
棟
梁
集

仝

仝

仝

一

一
七
○

○

仝

写
本

仝

仝

二

一
八
○

○

棟
梁
集

高
田
与
清
稿

写
本

仝

仝

十２
二

一
九
○

○

小
石
川
御
園
の
記

坂
昌
成

写
本

仝

仝

一

二
〇
○

字
音
假
字
用
格

本
居
宣
長
著

安
永
五
年
春

仝

仝

一

二
一
○

松
屋
雑
考

小
山
田
与
清

写
本

仝

仝

九３

二
二
○

○

堤
防
目
論
見
必
要

　
　
　

著
者
自
筆
本

富
田
彦
右
エ
門

写
本

仝

菊

一

二
三
○

諸
家
上
書

写
本

仝

菊

一

二
四
○

」
一
丁
ウ

計　

貳
拾
四
部　

壹
百
二４

拾
参５

冊

和
學
載
恩
日
記

和

菊

六
利
二
五
○

○

故
翁
都
の
道
の
記
草
稿

仝

仝

一
呂
二
六
○

○

百
首
三
部
合
冊

仝

菊

一
利
二
七
○

松
舎
翁
七
回
忌
追
福
和
歌
並
傳

仝

仝

一
利
二
八
○

○
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松
門
倭
歌
談

仝

菊

一
利
二
九
○

○

松
屋
升
堂
名
簿

仝

菊

一
伊
三
〇
○

○

春
二
百
首

仝

菊

一
利
三6

一
○

松
屋
文
集

仝

菊

一
利
三
二
○

○

衣
手
日
記

仝

菊

一
利
三
三７

○

○

扶
桑
拾
葉
集
抄

仝

菊

一
利
三
四８

○

添
水
塵
芥

仝

菊

一
利
三
五
○

○

扶
桑
拾
葉
集
抄

仝

菊

七
利
三
六
○

以
上
第
二
回
分　

計　

二
十
三
冊

松
屋
筆
記

高
田
與
清
稿

和

菊

二
〇

三
七9

○

○

松
屋
外
集
〈
初
篇
二
十
冊
／
二
篇
十
七
冊
〉

仝

仝

三
〇

三
八10

○

○

松
屋
棟
梁
集　

初
篇

仝

仝

一

三11

九
○

○

　
　
　

以
上
第
三
回
分　

計　

三
部　

五
十
四
冊

松
屋
（
雑
）
筆
記

二
〇

○

○

（
以
下
六
行
白
紙
）

」
二
丁
ウ

展
覧
会
用
と
し
て
高
田
先
生
へ
お
渡
し
の
分

倭
学
載
恩
日
記
稿

六
冊
（
印
）

松
屋
蔵
書
目
録

七
冊
（
印
）
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う
つ
ゝ
物
語

一
冊
（
印
）

濱
の
松
葉

一
冊
（
印
）

伊
勢
物
語
傍
注

二
冊
（
印
）

松
屋
叢
話

二
冊
（
印
）

松
屋
叢
考

三
冊
（
印
）

松
屋
棟
梁
集

三
冊
（
印
）

扶
桑
拾
葉
集
抄

七
冊

�

十
九
部
卅
二
冊　

高
田
先
生
寄
託
本
中
」
」
三
丁
ウ

【
書
き
入
れ
一
覧
】

見
返
し

大
正
七
年
四
月
四
日
／
高
田
氏
？
大
坪
忍
／
を
経
て
／
擁
書
楼
日
記
／
相
馬
日
記
／
此
外
書
全
部
返
却
（
鉛
筆
書
）

見
返
し

［  

］
返
却
（
薄
朱
筆
）

一
丁
オ
頭

大
正
八
？
（
鉛
筆
書
）

一
丁
オ
頭

明
治
四
十
三
年
／
五
月
高
田
氏
宇
都
借
■用

カ

棟
梁
集

（
以
下
二
行
不
明
）（
薄
朱
墨
）
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松
屋
雜
考

十
二
？
（
鉛
筆
書
）

春
二
百
首
上
家
集
。
後
楽
園
拝
見
記
／
反
古
集
？
（
鉛
筆
書
）

松
屋
雑
筆
記
家
集
？
（
鉛
筆
書
）

二
丁
ウ

和
泉
君
の
記
録
に
／
雑
署
一
筆
と
は
／
こ
れ
な
ら
ん
か
（
鉛
筆
書
）

三
丁
オ

大
正
十
一
年
十
二
月
十
四
日
／
東
京
社
史
籍
［   

］
の
問
い
合
せ
来
り
た
れ
ば
左
の
如
報
告
す
。
／
大
正
十
一
年
十
一
月
卅
日　

全
部
返
却
／
八
王

子
ノ
展
覧
会
ヘ
出
品
ノ
為
ト　

同
卅
日
軸
物
六
本
帰
り
（
ペ
ン
書
）

【
付
記
】

　

本
文
中
、
引
用
に
際
し
て
字
級
数
は
揃
え
、
割
書
は
〈　

〉
で
括
り
、

判
読
不
能
は
■
、
私
に
《　

》
で
注
記
を
付
し
た
。
陳
列
品
目
の
（　

）

は
原
本
通
り
で
あ
る
。
本
研
究
は
特
別
研
究
員
奨
励
費
（21J00181

）
の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
閲
覧
と
掲
載
の
許
諾
を
賜
っ
た
早
稲
田
大

学
図
書
館
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

【
注
】

１　
「
×
」
を
鉛
筆
書
に
し
て
上
か
ら
墨
で
「
○
」
と
書
く
。

２　
「
九
」
と
墨
で
書
い
て
鉛
筆
で
見
せ
消
ち
に
し
て
「
十
二
」
と
書
く
。

３　
「
九
」
と
墨
で
書
い
て
鉛
筆
で
見
せ
消
ち
に
し
て
「
十
九
」
と
書
く
か
。

４　
「
二
」
を
挿
入
す
る
。

５　
「
壹
」
と
書
い
て
見
せ
消
ち
に
し
て
「
参
」
と
書
く
。

６　
「
一
」
を
墨
で
二
度
書
き
。

７　

墨
消
ち
に
し
て
「
三
」
と
墨
書
で
傍
書
。

８　

墨
消
ち
に
し
て
「
四
」
と
墨
書
で
傍
書
。

９　
「
七
」
を
墨
で
二
度
書
き
。

10　
「
九
」
と
墨
で
書
い
て
「
八
」
を
重
ね
書
き
。

11　
「
三
九
」
と
重
ね
書
き
。
下
の
字
は
読
み
得
ず
。

（
う
め
だ
・
け
い
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
）


